
第１回水辺をとらえる研究会 キックオフ  開催報告書 

 

 開催日時  平成２６年３月７日（金）９：３０～１６：００ 

 

 研究会の目的 

 中心市街地活性化を目的として、大津市中心市街地活性化協議会の水空間デザイ 

ンプロジェクト会議が事業提案としてまとめる、湖岸エリアのあり方や活用方策に 

関する事業計画（案）を提案する。 

  

第１回研究会の目的 

  ・活動目的の理解 

・活動エリアの認識 

・湖岸エリア周辺の歴史的背景や変遷等の基礎知識の学習 

・湖岸エリアにおける気付き（良い点、悪い点、疑問点等）の整理 

 

 参加者 

 （主催側）９名 

   水空間デザインプロジェクト会議： 

山本リーダー、松岡サブリーダー、石川委員、寺田委員、秋村委員 

   成安造形大学附属近江学研究所 研究員：加藤先生 

   大津市：北田、田山 

   事務局：元田 

 （研究生）１４名 ※◎はリーダー 

滋賀県立大学 ７名（玉田、畑澤、◎平郡、小林、白井、中安、山本） 

   成安造形大学 7名（木脇、石田、栗田、加藤、廣畑、黄、◎丸山） 

     

 内容（プログラム） 

  ・主催者あいさつ 

・組織紹介 

・湖岸エリアの理想像について 

・研究会の説明 

・大津百町の歴史的背景とその変遷 

・湖岸エリアの変遷 

・琵琶湖文化館の変遷と今日の現状 

  ・フィールドワーク    ・・・・なぎさ公園打出の森・おまつり広場、湖上 

  ・カフェタイム（気付きを整理） ・・・・旧大津公会堂ホール 

勉強会・・・・びわ湖ホール研修室 
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【勉強会】 

 ○主催者あいさつ   ○組織紹介  ○湖岸エリアの理想像について 

 ○研究会の説明    ○大津百町の歴史的背景とその変遷 

 ○湖岸エリアの変遷  ○琵琶湖文化館の変遷と今日の現状 

 

   

 

 

   



【フィールドワーク】 

（コース） なぎさのテラス（なぎさ公園打出の森） ⇒ 琵琶湖文化館  

⇒ なぎさ公園おまつり広場 ⇒ 湖上からの湖岸エリアの観察 

 

 

 

 

 

 



 



【カフェタイム】 

 ○各大学のリーダーを選出 

   滋賀県立大学  平郡 元貴 

   成安造形大学  丸山 ひろし 

○フィールドワークを受けて、湖岸エリアの研究生の気付きを発表 

 ○次回以降の研究活動の素材を整理 

  

 



湖岸エリアの気付き報告内容 

 ■気付きについて、以下のとおり内容に応じて整理 

①赤の付箋･･･進化させていくべき内容、よいと感じた点 

②青の付箋･･･改善点、妨げとなっている点、考えなおすべき点、マイナス点 

③黄の付箋･･･疑問に感じた点 

 

 以下、発表内容 

 

（チーム白井） 

 ○マイナス点の青の付箋が多い 

 ○なぎさのテラスはいい印象を受けた。船から見てもかわいいと思えた。 

 ○公園は面白くない。多目的な利用が可能であるが寂し。ベンチが無い 

 ○楽しめるように、目的があり、この場所にいけるようにいたい。 

 ○花火、イルミ、観光船等娯楽のものが多い 

 ○湖岸沿いにお店が少ない。 

 ○駐車場を無料にしてほしい。 

 ○石積み護岸にゴミが見受けられる。 

 ○おまつり広場は、イベント時に雨が降ったら困る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（チーム丸山） 

 ○疑問点を６点提示。ブラッシュアップは次回以降に行う。 

  ①防波堤を１周できるようにして、利用価値を高めることができないか。湖の 

下を通すやアーチとするなど。 

  ②文化館はお化け屋敷みたいであり、利用したいと思うものにできないか。 

  ③琵琶湖の上で活動できないか。ボートが出るなど。 

  ④芝生のところに楽しさが無い。シンプルでありアクセントがない。 



  ⑤芝生、湖、陸との連携をとっていけないか。中央大通りや打出の森の林が有 

効に活用されているのか。形によるグラデーション、施設を揃える。 

  ⑥琵琶湖を感じさせる、誘導するものがほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（チーム平郡） 

 ○駅から（湖岸エリアに）人を引き込むことを考えることが必要である。 

 ○中央大通りは見晴らしがいいので、道を広げてはどうか。 

 ○まちと湖岸の行き来ができるようにすることが必要（まちとの回遊性） 

 ○どっちを歩いても同じ風景、メリハリがない。視覚の変化があってもよいので 

はないか。 

 ○トイレが多いのではないか。同じものではなく違うものがあったらよい。 

 ○カフェを点在させ、歩く目的を作るとよい。 

 ○親水空間を作って、水を引き込んでもよいのでは。 

 ○（文化館の部分に）通路を作るとジョギングをする場合など、まっすぐ繋がっ 

ていていいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


